
女子が女子を盗撮し、男子に動画を提

供。盗撮事件を隠ぺいする学校

12 月 21 日の 2学期終業式。

A 県内の私立高校、S 学園高校の体育館は、

緊張感に包まれていた。

400人を超える全校生徒を前に、校長先生が

話し始める。

「えー、皆さんご存じかもしれませんが、本校

で盗撮事件が発生してしまいました。女子の

更衣室において、女子生徒が学校配布のタブ

レットで、着替え中の女子生徒を盗撮し、その

動画を 4名の男子生徒にSNS上で共有して

いたということでした。

我が校の対応としましては、警察にはこのこと

は伝えずに、あくまで教育的指導という形で

対応することにしました。盗撮した女子生徒や、

動画を提供してもらっていた男子生徒には、

事情を聞きました。動画を共有していたという、

ライングループは既に削除されたということで

した。盗撮動画もすべて消去してあるというこ

とです。動画の拡散はないということが確認で

きました。

我が校としては、本校の学生を必要以上に疑

いたくはありません。生徒の供述を信じ、警察

には連絡することは致しませんでした。

盗撮の被害に遭われた可能性がある女子生

徒には、今度しっかりと心のケアなどの対応を

してまいります。



当たり前のことを言いますが、盗撮をしてはい

けません。いくら女子生徒の着替え姿を見た

いからといって、盗撮を女子生徒に依頼して

はいけません。女子生徒の方も、男子に盗撮

を依頼されたからといって、盗撮してはいけま

せん。

今回のことは、そういったことを勉強するいい

機会になったと、私ども教師一同は考えていま

す。皆さんはくれぐれも、スマートフォンの使い

方や、SNS の使い方を間違えないように、

日々、暮らしてください。それでは、これで終

わります」

校長の話が終わり、通常の終業式と同じよう

な流れに戻っていった。

終業式が終わり、生徒たちが教室へと戻って

いく。

生徒たちは口々に様々なことを言い合ってい

た。

「マジかよ。内の学校最悪だな」

「これ、普通に隠蔽だよな」

「本当に警察に言わないのかな」

「ってか犯罪だよね、これ」

「警察に言わなかったら、内の高校では盗撮し

てもオッケーってこと」

「マジかよ、盗撮し放題だったのかよ」

「俺も盗撮しようかな」

「それなら、俺も女子に盗撮依頼しようかな。

盗撮しないと損じゃない。バレてもおとがめな

しだったら、やらなきゃ損でしょ。みんな盗撮す



るでしょ」

「女子が女子の着替え盗撮とかあり得ないん

だけど」

「っていうか、普通にネットで内の高校の名前

出てたよね」

「動画消したとか言ってるけど、ホントかな」

「俺、普通に消した動画、元に戻せるアプリ知

ってるんだけど」

「犯人のやつら、今頃、動画元に戻してんじゃ

ね」

「っていうか、犯人誰なんだよ」

「えっ、お前知らないの。４組の車谷明莉が盗

撮犯だよ」

「マジかよ」

「そうそう、体育の着替えのときに更衣室で盗

撮してたらしい」

「被害に遭ったのは 2 年の 3 組と 4 組の女子

だよな」

「マジかよ。ヤベー、俺、普通に盗撮動画見た

いんだけど」

「で、盗撮依頼した男子っていうのは誰なん

だ？」

「それも同じ 4組の男子だよ」

「有川、山本、東、神谷だよな、クソエロ男子」

「っていうか、そのメンツ、ちょっと前から休ん

でるからバレバレだよな」

「っていうかさぁ、俺、実は山本と割と仲いい

んだけど、動画って、マジで消えてないらしい」

「えっ、それ、どういうこと？」

「だから、教師たちの前では全部消したって言



ってたけど、実際は消えてなかったんだよ」

「つまり、盗撮動画があるってこと？」

「そりゃそうだろ。警察でもないし、端末全部

調べてないだろ」

「貴重なエロ着替え盗撮動画を消すわけない

じゃん」

「そう、でさぁ、俺、実は山本に昨日連絡して、

動画俺にもくれよって言ってるんだよ」

「マジかよ。それで山本はなんて」

「今はちょっと無理って言われた。でも、ほとぼ

りが冷めたら、動画俺にもくれることになって

る」

「マジかよー。俺にもその動画くれよ。頼む―」

「バカ。お前、声でかいって」

「頼むって。一生のお願いだ。同級生女子たち

の着替え動画とか、死ぬほど見たい」

「わかった、わかったよ。動画もし手に入れたら、

お前にも共有してやるよ」

「よっしゃー、ありがとう。マジ楽しみ」

「ちょ待てよ。俺も欲しいって」

盗撮を女子生徒に依頼した男子たちは、この

日は学校を休んでいた。

実は事件が明るみになってから、ここ5日ほど

は休んでいた。

事件が明るみになったのが、12 月の初旬で、

ちょうどテスト期間が終わっていた。

その後、盗撮を依頼した男子の 4 人と、盗撮

の実行犯の女子生徒は休んでいたのだ。

盗撮を依頼した男子の 1 人山本は、家で電話



をしていた。

電話の相手は、同じく、盗撮を依頼した男子の

東だ。

「あー、マジで警察に突き出されなくてよかっ

たなー、俺ら」

「それな、マジで」

「学校のやつらもバカだよな」

「でも、そのバカさ加減に助けられたわマジ

で」

「学校のやつらも、警察沙汰になるのは嫌なん

だろな」

「それな、マジで」

「そういう意味では、俺らと学校の教師どもは

利害が一致してるってのがウケるわ」

「グルだよな、学校の教師どもも」

「盗撮を実質容認してるようなもんだろ」

「動画消したって言ったら、普通に信じてるの

マジで笑いそうになったわ、俺」

「俺も笑いこらえるので必死だった」

「消したとしてもすぐに復元できるしな」

「しかも、そもそも消してないし」

４人の男子生徒が同じクラスの女子生徒の、

車谷明莉に女子更衣室での盗撮を依頼した

のが、9 月の中頃だった。

その後、車谷明莉は学校で使用する学習用タ

ブレット端末で体育のときの着替えを盗撮して

いた。

S 学園高校の着替えは教室で行われている。

2年3組と4組の女子生徒の着替え場所とな



っていた教室は、車谷明莉たちの教室である

2 年 4 組だった。

ほぼ毎回の体育の授業前後の着替えの様子

を、車谷明莉は学習用タブレットで盗撮してい

た。

タブレットはロッカーの中に入れるように指導

されていたけれど、教室内の同じ空間にいる

車谷明莉はタブレットを取り出して、操作し、さ

りげなく盗撮することは容易かった。

同じクラスの女子生徒や、体育を共同で行っ

ている 3 組の女子生徒たちが盗撮の餌食とな

った。

盗撮された着替え動画は既に、50 本に及ん

でいた。

女子生徒が制服から体操服に着替えるときは、

意外と下着が見えないことも多かった。

スカートを着たまま、先に体操服のズボンを着

て、その後、スカートを脱ぐ。

そのやり方なら、下着が見えることはない。

体操服から制服を着るときは、その逆を行え

ばいい。

上の制服は脱ぐしかなかったけど、ほとんどの

女子生徒が、タンクトップのようなインナーを

着ていた。

でも、一部の女子生徒は、普通にブラジャーや

パンツを晒しながら着替えていた。

同じ高校の生徒しかいない空間で、当然そこ

には女子しかいないので、まさか盗撮されて

いるなんて思っていない。

盗撮を依頼した、男子たちからすれば、たとえ


